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ＥＸＰ連結材（ＡＬ）

スライド材（樹脂）
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支柱芯々 （P）＝ストローク×3　+　645

特記事項；ストロークとは√（X軸可動量の二乗+Y軸可動量の二乗）とする。

ＥＸＰ手摺全長（W)　＝P-105（90）
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縦枠＝ＭＰ４２６０（ＡＬ）

縦枠キャップ（樹脂）
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ストローク300の場合の参考立面図（±0）
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ストローク300の場合の参考立面図（-300）
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ストローク300の場合の参考立面図（+300）

（アルミツインアンカー工法）

接着系アンカー

Ｍ１２全ネジボルト（SUS)

38

柱化粧カバー（樹脂）

（オプション）
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エキスパンジョイント手すり

※特記事項；M12の埋め込み長さ（80～120）によって躯体巾の適用範囲が異なります。

※躯体巾
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